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フォレスト・カーボンセミナー：&23��等報告会開催報告 

 ����年��月��日～��月��日の期間で、&23��が英国

グラスゴーにて開催されました。&23とは締約国会議

（&RQIHUHQFH� RI� WKH� 3DUWLHV）の略で、この&23��は国

連気候変動枠組み条約の最高意思決定機関として、すべ

ての締約国（&23��開催時���の国と地域）が参加して

気候変動に関する国際的な政治交渉が行われます。これ

まで&23�で京都議定書が、&23��でパリ協定が、気

候変動をめぐる国際ルールとしてそれぞれ採択されてき

ました。 

国際緑化推進センターは、平成��年の&23�以来、交渉に参加された政府関係者の方などを招いた報告会を

毎年開催してきましたが、����年に予定されていた&23��は新型コロナウイルス感染症の影響で延期され報

告会ができませんでした。 

冒頭ご紹介したように２年ぶりに開催された&23��の報告会を����年��月��日�火�、��時から��時まで

「フォレスト・カーボンセミナー：&23��等報告会」として、初のオンライン形式で開催しました。 

また、例年は国際緑化推進センター単独での開催でしたが、今回は森から世界を変えるプラットフォームと

海外林業研究会との共催という体制での実施となりました。 

こうした実施体制の強化や、&23閉幕から�週間余

りでの報告会というホットなタイミングもあり、

���名という多数の方のご参加をいただきました。

不慣れなオンライン形式への準備不足で参加者の皆

様にご不便をかけてしまった部分もありましたが、

これまでの報告会に比べてより多くの方にご参加い

ただけたのは、やはりオンライン開催の参加しやす

さというものもあったかと思います。主催者として

も、価値のある情報を適切なタイミングで共有して

いくことの重要性を改めて感じました。 

  
フォレスト・カーボンセミナーの発表資料をウェブサイトにて公開しています。 

ぜひご活用ください。 
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-,)352へのご支援（����年��月までの実績） 

 -,)352では皆様からご支援をいただき様々な活動を
行っています。����年�月から��月までの皆様からのご
寄付の総額は���万円となっております。こうした皆様
からのご支援に感謝するとともに-,)352ではこれから
も熱帯林の保全、造成に向けた活動を積極的に実施し
ていきます。 

 

種別 支援対象 回数 金額 

賛助会費 -,)352活動全般 継続 定額 

一般寄付 -,)352活動全般 一回から／継続 任意 

熱帯林造成寄付 熱帯林造成活動 一回から／継続 任意 

【お知らせ】公開セミナーの開催 

-,)352が林野庁の補助事業として実施している

「途上国森林ナレッジ活用促進事業」に関する公開

セミナーを����年�月��日（月）�����からオンラ

インで開催します。 

早稲田大学の井上真教授の基調講演と併せて、今

年度取り組んだ２つの事例紹介をおこないます。 

是非、多くの人にご参加いただきたいと思いま

す。詳しいことは-,)352ホームペー

ジ「お知らせ」にてご案内します。 

   乞うご期待！！ 

高校生からの質問 ～6'*V�1R����：陸の豊かさも守ろう に関連して～ 

-,)352のホームページには「お問い合わせ」のページがあり、日々、様々な方から様々なお問い合わせが

あります。例えば、「世界の森林はどのくらい減少していますか」「砂漠化の現状を教えてください」「世

界中で行われている植林活動に寄付をしたいができますか」「苗木一本当たりいくらですか」「１本の木が

吸収する&2�の量はどのくらいありますか」などなど 

こうしたご質問に対してはなるべく分かりやすく、でも正確にお答えすることを心がけています。世界の

森林資源のことなどは、)$2（国連食糧農業機関）や林野庁が公表しているデータを引用し、また、

-,)352が行っている活動内容で答えられるものについては、その根拠を示しつつ具体的な数値でお答えする

ようにしています。 

こうした問い合わせで最近増えているのが、高校生からの問い合わせです。学校

の授業で6'*ｓ（6XVWDLQDEOH� 'HYHORSPHQW� *RDOV）のことを勉強して、更に、自分

たちの興味のある分野のことについて、より深く勉強するための質問だと思いま

す。質問は6'*V�1R����の「陸の豊かさを守ろう」に関係することで、世界の森林減

少について、世界の植林活動について、-,)352のこれまでの実績などについて聞か

れ、やりとりを行いました。どの生徒さんも非常に真面目でしっかりした考えを

もっていると感じました。 

若い方からのご寄付も増えており、中学、高校で環境に関する

勉強をして、身近な環境だけでなく、世界全体の環境の保全に関

する意識を持った人が増えてきているのではないかと感じている

ところです。 


